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 会津駒ヶ岳に登りたいと言うリクエストがあり、ハクサンコザクラが見られる時季に計画した。 

この時季は会津駒ヶ岳が一番混雑するので、栃木市運動公園を３時に出発する。登山口手前にあ

る公衆トイレに寄り、トイレを済ませて登山口駐車場まで行く。登山口の駐車場はすでに満車で、手

前の駐車スペースに車を止める。準備を整えストレッチを済ませてから出発する。登山口駐車場の

先のゲートをくぐり、車道終点に立派な木のハシ

ゴがあり、ここが登山口で登山計画書をボックス

に入れる。ハシゴの先からが本格的な登山道で、

急登が連続する。ゆっくりと登るが汗が吹き出し、

何組かのパーティーに追い越される。倒木のベ

ンチがある場所で休憩し、衣服調整と水分補給

をする。ブナやミズナラの樹林帯を登り、高度を

上げるとオオシラビソ等の針葉樹林が混じるよう

になる。 

２度目の休憩を取った所で、S 田さんが不調を訴

えゆっくりと駒の小屋まで行くと言い、駒の小屋で落ち合うことにし先行する。オオシラビソの針葉樹

林帯を登ると、小屋までの中間点「水場」に着く。 

大勢の登山者が休んでおり、我々もザックを降

ろして休憩し菓子を食べエネルギーを補給する。

この先から道はやや緩やかになり、開けた所か

ら左手に日光連山が見えるようになる。 

やがて木道を歩くようになると、展望の良い湿原

に出る。ここからは会津駒ヶ岳山頂が見えるが、

今日はガスの中で山頂は見えない。 

ベンチに腰掛け、湿原の花を楽しみながらトマト

や菓子をいただく。 



この先少し登ると広い湿原に出て、湿原に延びる木道を歩いて駒の大池に向かう。湿原には例年

は雪田が残り、雪の上を歩くが今年は猛暑で雪は全く残っていない。チングルマやコバイケイソウ、

キンコウカ等の花に癒されながら木道を登ると

駒の大池に着く。ベンチで大休止し、駒の小屋

のトイレを借り体を休める。ベンチも駒の大池も

登山者で賑わっており、大池の畔にはハクサン

コザクラが群生し大勢の登山者が鑑賞している。

我々は池の反対側の木道を通り、会津駒ヶ岳山

頂を目指す。山頂に延びる木道を登り、山頂直

下で右に頂上への道が分かれている。分岐を右

に登ると間もなく会津駒ヶ岳山頂に出る。 

「会津駒ヶ岳山頂」の大きな標柱が立っているが、

樹林に囲まれて眺望は得られない。記念写真を撮ったら山頂をあとにし、中門岳へ向かって下って

行く。山頂から下ると駒の小屋からの道に合流し、

ここからは高層湿原の尾根を歩く雲上の楽園が

始まる。木道の脇には池塘が点在し、池塘の畔

にはハクサンコザクラが咲き乱れる。ただ雨が

降らない為か湿原が乾燥し、ハクサンコザクラも

心なしか元気が無い。それでも皆さんは大満足

で、写真に収めながら嬉々としていた。 

チングルマやハクサンコザクラに彩られた尾根

を数十分歩くと中門岳に着く。中門岳と言っても

ピークは無く、中門池と言う池塘の畔に「中門

岳」の標柱が立ちベンチがあるだけである。 

ベンチは先客に占められており、標柱の前で記念写真を撮ったら少し休み下山する。下山は来た

道を戻るが、往路と違い空が晴れ渡り会津駒

ヶ岳山頂が見え、湿原も一層鮮やかに見える

ようになった。花を楽しみながらルンルン気分

で歩き、アッと言う間に駒の池まで戻った。 

駒の池の畔のハクサンコザクラ群生地をゆっ

くり鑑賞しベンチでランチタイムとする。 

ところが S 田さんの姿が見当たらない。 

小屋まで行き、トイレも見たが居なかった。

TELを入れるがTELにも出なかった。５人で昼

食にし、今日の山ご飯は暑いので冷やしうど

んにした。流水麺を氷水で冷やし、皿に盛ってキュウリやハム、卵焼きの千切りをトッピングした。 

さらにK澤さんお手製のチャーシューを載せ超豪華なランチになった。冷たいランチの後でも、温か

いお茶は欠かせない。お茶をいただいたら後片付けし、トイレを済ませて下山する。下山は往路を

戻り、途中の水場で休憩する。水場で水を汲みたいと言うので、汲みたい人は行ってもらう。 



ここからも一気に下り、無事車まで戻り S 田さんと合流出来た。 

靴を履き替えたら車に乗るが、車の周りにアブが大量に発生し車の中にも入り大騒ぎになった。 

我輩は足を５か所刺され、赤く腫れて一週間かゆかった。 

道の駅「たじま」に寄りお土産を買ってかき氷を食べ、予定より早く栃木市運動公園に帰着した。 


